
　四季折々の美しさを見せてくれる大
自然に囲まれた城下町山形に、若葉の
萌える季節がめぐってまいりました。
　全国に先がけて建設された公共の茶
室「宝紅庵」の落成と、益田鈍翁遺愛
の蹲踞や灯籠のご寄贈を機に始まりま
した「鈍翁茶会」は、今年で41回目を
迎えることになりました。これもひと
えに、長年にわたる皆様のご指導・ご
協力の賜物であり、心より感謝を申し
上げます。
　山形市は「文化創造都市」をまちづ
くりのビジョンの一つに掲げ、地域に
根付いた多彩な文化など、当市が持つ
強みや特色を活かしながら、それを更
に伸ばすことで、都市ブランドの確立
と持続可能なまちづくりを目指してお
ります。そうした中で、「日本三大茶
会の一つ」と称されるまでになりまし
た本茶会の開催は、その実現に向けて
大きな弾みとなるものです。
　近代茶の湯の興隆に大きな功績を残
された鈍翁の茶風が末永くこの山形の
地に息づき、山形の茶道文化が継承・
発展していくことを願い、これからも
多くの方々にご満足いただけるよう精
進してまいります。
　今年も数々の貴重な道具を揃え、関
係者一同、皆様のご来訪を心よりお待
ち申し上げております。

　令和７年４月吉日

　　　 第41回鈍翁茶会実行委員会

　　　 会長　山形市長　佐藤　孝弘

ご　挨　拶
席主及び主な道具

濃茶席　野村美術館

　二首色紙　藤原定家筆

　大谷尊由作　香合

　熊川茶碗　銘霊光　鈍翁旧蔵

　高橋箒庵作　茶杓　銘芦葉

薄茶席　潮田東洋庵

　石山切　貫之集　杜若　鈍翁所持（重美）

　小堀遠州作　茶杓　銘くせ舞　鈍翁所持

　割高台茶碗　銘仲違

　　　太閤秀吉・黒田長政・鈍翁旧蔵

立礼席　北山牛後軒

　金輪寺茶器　鈍翁在判

　松永耳庵作　茶杓　銘飛鳥

　光悦写茶碗　大谷尊由箱

（出品は、都合により変更される場合があります。）

茶券 8,000円（１席25名様）

●本年度も感染対策に十分配慮して実施致します。
●おしのぎの提供はございません。

開催日　令和７年６月28日（土）
　　　　　　　　　　29日（日）
　　　　午前９時～
　　　　　　  最終受付 午後３時
場　所　清風荘・宝紅庵
　　　　山形市東原町２－16－７

◎申 込 方 法

○氏名・住所・電話番号、希望日、希望
入席時間を申込用紙に第3希望までご
記入の上ファックスまたは郵送にて下
記へお申し込みください。

　受付開始日を4月22日（火）とさせてい
ただき定員になり次第、締切とさせて
いただきます。

○申し込み受付後、茶券をお送り致しま
す。茶券代は指定銀行口座へ6月20日
までお振込みくださいますようお願い
致します。

※山形市のふるさと納税返礼品として取
扱いがございます。ふるさと納税ポー
タルサイト（楽天ふるさと納税、ふる
さとチョイス等）から直接お申し込み
ください。

　〈対象〉両日13時の席先着４名様分

◎申し込み先及び問合せ先

鈍翁茶会実行委員会事務局

　ＴＥＬ･ＦＡＸ　０２３－６２２－３６９２

　〒990－0034
　山形市東原町２－16－７  清風荘内
　●休荘は、月曜日となります

　四季折々の美しさを見せてくれる大
自然に囲まれた城下町山形に、若葉の
萌える季節がめぐってまいりました。
　全国に先がけて建設された公共の茶
室「宝紅庵」の落成と、益田鈍翁遺愛
の蹲踞や灯籠のご寄贈を機に始まりま
した「鈍翁茶会」は、今年で40回目
の節目を迎えることになりました。こ
れもひとえに、長年にわたる皆様のご
指導・ご協力の賜物であり、心より感
謝を申し上げます。
　さて山形市は、「文化創造都市」を
まちづくりのビジョンに掲げ各般の施
策に取り組んでおり、このような中「日
本三大茶会」の一つと称されるまでに
なりました本茶会の開催は、その実現
に向けて大きな弾みとなるものです。
　近代茶の湯の興隆に大きな功績を残
された鈍翁の茶風が末永くこの山形の
地に息づき、山形の茶道文化が継承・
発展していくことを願い、これからも
多くの方々にご満足していただけるよ
う精進してまいります。
　また、山形市は今年、市制施行135
周年という節目の年を迎え、このたび
の茶会を「山形市制施行135周年記念
事業」として開催いたします。
　今年も数々の貴重な道具を揃え、関
係者一同、皆様のご来訪を心よりお待
ち申し上げております。

　令和６年４月吉日

　　　 山形市制施行135周年記念事業
　　　 第40回鈍翁茶会実行委員会
　　　 会長　山形市長　佐藤　孝弘


